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法
人
（
大
学
六
四
、
短
大
三
四
）
が
「
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
」、
さ
ら
に
、
一
三
一
法
人
（
大
学
九
八
、
短
大
三
三
）
が
「
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
予
備
的
段
階
」
に
あ
る
と
判
定
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
大
学
の
三
一
％
、
短
大
の
四
七
％
が
何
ら
か
の
経
営
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
経
営
悪
化
の
原
因
は
少
子
化
で
あ
る
が
、
大
学
が
破
綻
す
る
一
方
で
、
大
学
は
増
え
続
け
て
お
り
、
二
〇

年
度
に
は
私
立
大
の
四
七
・
一
％
、
私
立
短
大
の
六
七
・
五
％
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
定
員
を
充
た
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
、
受
験
者
の
学
力
を
問
わ
ず
、
全
員
を
入
学
さ
せ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

大
学
の
改
革
は
必
須

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
大
学
教
育
の
あ
り
方
も
変
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
近
畿
大
学
も
、
「

21世
紀
教
育
改
革
委
員
会
」
と

銘
打
っ
た
改
革
委
員
会
を
設
置
し
、
目
下
全
学
を
挙
げ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
畿
大
学
は
創
立
以
来
、
「
未
来
志
向
の

実
学
教
育
と
人
格
の
陶
冶
」
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
、
「
人
に
愛
さ
れ
る
人
、
信
頼
さ
れ
る
人
、
尊
敬
さ
れ
る
人
」
の
育
成
を
目

的
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。
改
革
委
員
会
は
、
そ
の
点
を
確
認
し
た
う
え
、
次
の
二
つ
の
目
標
を
設
け
た
。
そ
の
一
つ
は
、
「
学
生

を
大
切
に
す
る
大
学
づ
く
り
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
「
教
員
の
教
育
力
の
向
上
と
自
己
刷
新
」
で
あ
る
。
そ
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
本
学
に
迎
え
る
学
生
や
留
学
生
か
ら
、
「
学
び
た
い
大
学
」
と
期
待
さ
れ
、
ま
た
「
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も

ら
え
る
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
学
生
を
大
切
に
す
る
大
学
」
と
し
て
は
、
す
で
に
、
少
人
数
授
業
の
実
施
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
必
修
化
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
の
複
数
化
・
実
質
化
、
海
外
研
修
奨
学
金
な
ど
を
提
案
し
、
そ
の
大
部
分
を
す
で
に
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
の
教
育
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｄ
の
開
発
・
実
施
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
方
法
の
改
善
、
教
員
の
業
績
評

価
の
実
施
を
は
か
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に
（
大
学
を
取
巻
く
状
況
）

「
大
学
の
大
衆
化
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
か
つ
て
、
大
学
は
「
社
会
の
エ
リ
ー
ト
」
の
養
成
所
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
は
、
高

等
教
育
機
関
（
旧
制
の
大
学
、
高
等
学
校
・
専
門
学
校
）
の
卒
業
生
は
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
一
五
年
時
点
で
、

旧
制
高
校
・
専
門
学
校
に
進
む
も
の
は
同
世
代
の
三
・
三
％
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
の
一
部
（
同
世
代
の
二
・
二
％
に
当
た
る
）

が
大
学
に
進
学
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
点
、
「
社
会
の
よ
き
市
民
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
戦
後
の
大
学
・
短
期
大
学
に
は
、
今
日
で
は
同
世
代
の

約
四
七
％
が
進
学
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
少
子
化
の
急
激
な
進
行
と
と
も
に
、
大
学
の
受
験
者
が
激
減
し
、
そ
の
こ
と
が
大
学
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
の

財
務
、
ひ
い
て
は
そ
の
存
立
す
ら
脅
か
し
て
い
る
。
今
年
一
月
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
は
、
帰
属
収
支
差
額
の
減

少
と
外
部
負
債
の
増
大
で
、
私
立
大
九
法
人
と
私
立
短
大
六
法
人
が
こ
の
ま
ま
で
は
破
綻
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
九
八
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私
立
大
学
の
サ
バ
イ
バ
ル
と
改
革

～
競
争
的
資
金
配
分
の
発
想
が
必
要
～

畑
博
行

（
近
畿
大
学
学
長
）
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お
わ
り
に

わ
が
国
の
大
学
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
の
管
理
運
営
制
度
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
そ
の
抜
本
的
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
し
が
ら
み
に
よ
り
そ
の
実
現
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
急
速
な
進

行
な
ど
社
会
状
況
の
激
変
に
よ
り
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
あ
る
意
味
で
、
今
は
改
革
の
絶
好
の
機
会
と
も
言
え
よ

う
。し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
特
に
過
去
の
負
の
惰
性
に
よ
り
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
専
門
分
野
を
異

に
し
、
独
自
の
歴
史
を
も
つ
学
部
、
学
科
、
研
究
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
を
ま
と
め
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
そ
れ
な
り
の
工
夫
と

努
力
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
つ
つ
、
本
学
は
い
わ
ゆ
る
「

21世
紀
教
育
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
終
答
申
ま
で
に
な
お
時
日
を
要
す
る
が
、
大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
研
究
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
に
対
し
て
も
満
足
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
改
革
を
行
い
た
い
。
本
学
の
改
革
が
、
他
大
学
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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私
立
大
学
の
サ
バ
イ
バ
ル

近
畿
大
学
は
、
一
一
の
学
部
、
専
門
職
大
学
院
を
含
む
一
二
の
大
学
院
研
究
科
、
二
つ
の
短
大
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。

私
立
大
学
は
国
の
助
成
が
得
ら
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
研
究
大
学
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
は
財
務
面
で
非
常
に
厳
し
い
。
し
か

し
、
受
験
生
や
国
、
企
業
、
一
般
社
会
な
ど
か
ら
評
価
を
得
、
大
学
間
競
争
に
打
ち
克
つ
た
め
に
は
、
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
研
究

面
で
も
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
幸
い
こ
れ
ま
で
、
本
学
は
、
生
命
科
学
関
連
領
域
で

21世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
二
件
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
一
件
な
ど
画
期
的
な
研
究
成
果
を
世
に
出
し
、
国
な
ど
か
ら
多
額
の
研
究
助
成
金
を
頂
い
て
き
た
。
し
か
し
、

多
額
の
助
成
を
受
け
た
と
は
言
え
、
本
学
が
、
長
期
に
亘
っ
て
そ
の
よ
う
な
研
究
を
支
え
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

例
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
選
定
さ
れ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
の
成
功
に
は
三
二
年
の
年
月
を
要
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
先
行
投

資
は
莫
大
で
あ
る
。
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
そ
の
財
政
負
担
は
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
研
究
が
本
学
の
サ
バ
イ
バ
ル
に

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
、
近
畿
大
学
は
、
競
争
的
資
金
配
分
の
発
想
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
そ
れ
に
通
ず
る
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
き
た
。
学
内
研
究
費
の
配
分
に
し
て
も
、
優
れ
た
研
究
計
画
を
出
し
、
文
部
科
学
省
、
日
本
学
術
振
興
会
な
ど
、
外
部

の
団
体
の
助
成
を
得
る
努
力
を
し
た
研
究
者
に
限
り
予
算
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
今
回
の
改
革
に
よ

り
、
独
創
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
教
員
に
最
高
一
千
万
円
を
支
給
す
る
「

21世
紀
研
究
開
発
奨
励
金
」
な
ど
の
研
究
助
成
制
度

を
新
設
し
た
。

さ
ら
に
、
教
員
の
業
績
評
価
に
つ
い
て
も
、
学
部
お
よ
び
全
学
レ
ベ
ル
で
選
任
さ
れ
た
評
価
委
員
会
が
全
員
の
業
績
を
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
の
三
段
階
で
評
価
し
、
Ａ
評
価
を
得
た
者
に
は
賞
与
を
五
％
ア
ッ
プ
し
、
反
対
に
二
年
連
続
Ｃ
評
価
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
者

に
は
五
％
の
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
。

私
立
大
学
、
と
り
わ
け
、
私
立
総
合
大
学
で
は
、
学
生
を
大
切
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
同
時
に
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
出
す
こ
と
が

大
学
存
立
の
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
そ
れ
を
可
能
に
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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